
 

 

 
コ
ロ
ナ
禍
で
、
子
ど
も
も
大
人

も
大
き
な
ス
ト
レ
ス
の
中
で
生

活
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
ス
ト

レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
弱
い
子

ど
も
へ
の
影
響
は
深
刻
で
す
。
こ

ん
な
時
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
う
教
育
・
保
育
環
境
の
充
実

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

区
議
会
第
１
回
定
例
会
３
日

目
の
本
会
議
で
、
私
が
行
っ
た
一

般
質
問
は
、
こ
う
し
た
思
い
を
込

め
て
行
い
ま
し
た
。
今
号
は
、
小

中
学
校
全
学
年
で
の
35
人
学
級

の
実
現
な
ど
教
育
環
境
の
充
実

に
対
す
る
国
や
区
の
責
任
を
果

た
す
よ
う
求
め
た
部
分(

要
旨)

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 ⑴ 

小
中
学
校
35
人
学
級
に
つ

い
て 

 

政
府
は
、
小
学
校
学
級
編
成
を

２
０
２
６
年
度
ま
で
に
35
人
に

引
き
下
げ
る
義
務
教
育
標
準
法

改
定
案
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

小
学
校
全
学
年
の
学
級
規
模
の

引
き
下
げ
は
40
年
ぶ
り
で
す
。
長

年
の
教
育
関
係
者
や
保
護
者
の

運
動
の
成
果
で
あ
り
、
日
本
共
産

党
も
提
案
し
続
け
て
き
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
分
散
登
校
で
20

人
以
下
の
学
級
に
な
っ
た
と
き
、

一
律
指
導
で
な
く
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
し
、
変
化

を
感
じ
な
が
ら
向
き
合
え
る
豊

か
な
授
業
を
経
験
し
ま
し
た
。
教

育
研
究
者
有
志
の
「
早
急
に
30
人
、

速
や
か
に
20
人
学
級
を
求
め
る

署
名
」
は
22
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

菅
首
相
は
国
会
答
弁
で
、
中
学
校

も
含
め
た
35
人
学
級
実
現
に
つ

い
て
「
子
ど
も
の
状
況
を
把
握
し
、

一
人
ひ
と
り
に
き
め
細
か
な
教

育
が
可
能
に
な
る
と
思
っ
て
い

る
」
と
明
言
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
ひ
と
り
一
人
に
向
き

合
え
、
み
ん
な
で
深
く
考
え
あ
え

る
少
人
数
学
級
は
大
い
に
評
価

す
べ
き
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
育
長
答
弁 
Ｓ
ｏ
ｓ
ｉ
ｅ
ｔ

ｙ
５
．
０
時
代
の
到
来
や
多
様
化

の
進
展
等
を
踏
ま
え
、
一
人
一
人

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
応
じ
た
き

め
細
か
な
指
導
を
可
能
に
す
る

指
導
体
制
と
、
安
全
・
安
心
な
教

育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
も

の
と
認
識
す
る
。 

 
 

し
か
し
、
今
回
の
決
定
は
、
小

学
校
は
５
年
間
の
段
階
的
実
施

で
、
中
学
校
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
東
京
都
も
渋
谷
区
も
、

独
自
の
加
配
で
２
年
生
ま
で
35

人
学
級
で
す
が
、
来
年
度
は
拡
大

し
ま
せ
ん
。
区
内
の
保
護
者
ら
は

「
早
急
に
全
学
年
を
35
人
学
級

に
」
と
の
署
名
活
動
を
始
め
て
い

ま
す
。
杉
並
区
で
は
、
約
70
人
の

教
員
を
採
用
し
て
小
学
校
の
全

ク

ラ

ス

を

35

人
以
下

に
し
て
い
ま

す
。
渋
谷
区

で
新
年
度
小

中
学
校
の
全
ク
ラ
ス
を
35
人
以

下
に
す
る
に
は
、
小
学
校
９
ク
ラ

ス
増
や
せ
ば
実
現
で
き
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

る
子
ど
も
に
寄
り
そ
え
る
よ
う
、

直
ち
に
小
中
学
校
の
全
ク
ラ
ス

を
35
人
学
級
に
す
る
よ
う
政
府

に
求
め
る
と
と
も
に
、
区
と
し
て

も
早
急
に
実
施
し
、
さ
ら
に
30

人
学
級
を
め
ざ
す
べ
き
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区
長
答
弁 

国
に
対
し
て
求
め

る
考
え
は
な
い
。 

教
育
長 

次
年
度
か
ら
５
年
間

か
け
て
行
わ
れ
る
引
下
げ
に
対

応
す
る
た
め
、
準
備
を
進
め
る
。 

 

⑵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て 

 

教
育
の
目
的
は
、
「
平
和
で
民

主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成

者
」
と
し
て
の
「
人
格
の
完
成
」

で
あ
り
、
国
や
自
治
体
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
成
長
・
発
達
を
保
障
す
る

た
め
の
教
育
条
件
の
整
備
で
す
。 

渋
谷
区
は
、
学
習
履
歴
な
ど
の

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
導
入
の
実
証
実
験
な

ど
を
来
年
度
予
算
で
計
上
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
文
科
省
が
、
財

界
や
経
済
産
業
省
の
要
求
で
、
Ａ

Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
子
ど
も

の
学
習
記
録
を
解
析
し
、
個
別
最

適
化
さ
れ
た
教
材
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
す
る
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
先
取
り
で
す
。 

個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
と

は
、
対
話
的
で
な
く
子
ど
も
が
一

人
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
向
か
い
Ａ

Ｉ
が
提
供
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
と
り
く
む
学
習
形
態
で
学

習
の
個
別
化
で
す
。
こ
れ
は
教
育

の
機
会
均
等
や
子
ど
も
の
発
達

権
、
学
習
権
、
集
団
的
に
学
び
合

い
成
長
す
る
学
校
教
育
の
否
定

に
つ
な
が
り
ま
す
。 

ま
た
、
学
習
履
歴
な
ど
多
様
な

「
教
育
デ
ー
タ
の
蓄
積
・
分
析
・

利
活
用
」
は
、
営
利
目
的
の
民
間

企
業
に
歯
止
め
な
く
個
人
情
報

を
活
用
さ
せ
る
危
険
性
や
、
個
人

情
報
の
流
出
、
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
な
ど
重
大
な
懸
念
が
あ
り
ま

す
。
実
際
、
政
府
は
今
年
度
の
大

学
入
試
で
、
高
校
生
の
課
外
活
動

な
ど
を
記
録
し
「
主
体
性
」
を
評

価
す
る
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

ｅ 

ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ(

Ｊ
ｅ
Ｐ)

」
の
導

入
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
シ
ス

テ
ム
の
不
具
合
と
高
校
生
や
教

員
か
ら
、
「
個
人
情
報
が
民
間
企

業
の
営
利
追
求
に
利
用
さ
れ
る
」

と
の
批
判
が
広
が
り
、
Ｊ
ｅ
Ｐ
の

運
営
許
可
を
取
り
消
し
ま
し
た
。 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
あ
く
ま
で
教
育
目

的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
で

す
。
そ
の
活
用
が
自
己
目
的
化
す

れ
ば
、
「
孤
立
し
た
学
び
」
に
陥

る
危
険
や
活
用
で
き
る
子
と
で

き
な
い
子
ど
も
、
教
員
の
得
意
、

不
得
意
に
よ
る
教
育
格
差
を
生

む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
は
、
個
人
情

報
の
営
利
目
的
で
の
活
用
や
流 

  

区
議
会
第
１
回
定
例
会
・
田
中
ま
さ
や
議
員
の
一
般
質
問
よ
り 

直
ち
に
小
中
学
校
全
ク
ラ
ス
で
35
人
学
級
の
実
現
を 

苦
し
む
区
民
そ
っ
ち
の
け
で
大
企
業
奉
仕
の
予
算
に
反
対 
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出
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
活
用
は
、
子
ど
も
の
実
態
を
踏
ま
え
た
教
員
の

自
主
的
創
造
的
な
教
育
実
践
を
阻
害
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
懸
念
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
で
す

か
。
学
習
履
歴
な
ど
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
は

や
め
る
べ
き
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
、
現
場
の

教
師
の
自
主
性
や
専
門
性
に
任
せ
る
べ
き
で
す
。 

「
い
の
ち
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
代
表
の
加
藤

や
す
こ
さ
ん
の
実
験
で
は
、
生
徒
が
無
線
接
続
し

て
い
る
時
の
電
力
密
度
は
０．

４９
マ
イ
ク
ロ
ワ
ッ

ト
／
平
方
㎝
で
、
無
線
の
な
い
教
室
の
４
９
０
倍

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
実
際
、
教
師
や
生
徒
に
、

電
磁
波
過
敏
症
に
よ
る
頭
痛
、
思
考
力
の
低
下
、

め
ま
い
、
吐
き
気
が
発
症
し
て
い
ま
す
。
電
磁
波

対
策
と
し
て
、
欧
州
評
議
会
は
有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
推

奨
し
て
お
り
、
札
幌
市
教
育
委
員
会
は
、
Ｐ
ｏ
Ｅ

給
電
機
を
各
教
室
に
設
置
し
、
電
磁
波
過
敏
症
の

子
ど
も
が
い
れ
ば
給
電
機
を
オ
フ
に
す
る
よ
う
に

通
知
し
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
を
電
磁
波
か
ら
守
る
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
示
し
、
電
磁
波
過
敏
症
の
子
ど
も
や

教
員
を
守
る
た
め
の
対
策
を
具
体
化
す
べ
き
で

す
。 

教
育
長
答
弁 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
教
育
で
あ

り
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ

と
の
な
い
構
成
に
個
別
最
適
な
学
び
や
創
造
性

を
育
む
学
び
に
寄
与
す
る
も
の
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
活
用
に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
改
善

や
教
職
員
の
指
導
改
善
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
引

き
続
き
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
一
層
の
活
用
を

す
す
め
る
。 

 

電
磁
波
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
対
策
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。 

●
補
足
記
事 

４
月
16
日
号
掲
載
の
「
難
聴
高
齢

者
補
聴
器
助
成
制
度
」
の
対
象
者
は
、
65
歳
以
上

の
住
民
税
本
人
非
課
税
の
方
で
す
。 
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